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社会保険診療報酬の必要経費の特例

Q:私は、歯科医ですが、社会保険診療報

酬については、課税の特例があると聞きまし

た。どのような特例なのでしょうか。

A:医業又は歯科医業を営む人で、その年

において支払いを受けるべき社会保険診療報

酬の金額が5，000万円以下である人は、

その社会保険診療に係る費用として必要経費

に算入する金額を、実際に要した費用の額に

代えて、次の速算表により計算した金額とす

ることができます。

この特例は、社会保険診療報酬の額が

5，000万円を超える場合には、一切適用

できません｡例えば、社会保険診療報酬の額

が5，500万円であった場合、5p 000

万円以下の金額について部分的に適用するこ

とはできないこととされています。

なお、社会保険診療報酬の額が5，000

万円を超える年があっても、その後の年にお

いて5，000万円以下の年があればその年

については、この特例が適用されますし、ま

た、社会保険診療報酬による収入のほかに自

由診療による収入がいくらあってもこの特例

の適用に影響ありません。

この特例の適用を受ける人は、申告書の

｢特例適用条文」欄に「措法26条」と記載

することが必要です。

厨司

社会保険診療報酬の金額A 必要経費

2,500万円以下 Ax72ft

2.500万円超3,000万円以下 Ax70ft+50万円

3,000万円超4,000万円以下 Ax62ft+290万円

4,000万円超5,000万円以下 Ax57X+490万円


